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総合評価 

技術面では、AIシステムを外注に依存することに対する懸念に加え、精度評価の環

境についての情報が不足しているため、実用上十分な識別精度が出るのかやや不明確

である。しかし、障害者への理解と本取り組みに対する熱意があり、本研究開発中に

出てきた課題に対する調査を通して、次のフェーズへ向けた課題を明確化して計画を

立てている点は評価できる。 
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